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情報探索システムとしての米国型文書整理法の形成
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は じめ に

セオ ドア ・シェレンバーグはその主著 『モダン ・

アー カ イブズ:原 理 と技法』(1956年)を 、米 国

政府 のアー カイブズを支 える原理 と技法 は他 国政

府の それ とは異 なる、 とい う指摘か ら始 めてい る。

米国では公文書は各種の新たなファイ リング ・

シス テム(filingsystem)に 基づ い て管 理 さ

れて いる。 その他の 国では事実上、 レジス ト

リ ・シス テム(registrysystem)に 基づ い て

管理 されてい る。従 って本書 は、一種 の比較

研究 とな ってい る。つ ま り、米国で新 たに発

達 した ファイ リング ・システ ム と関連 した原

理 ・技 法 と、他 国の レジス トリ ・システム と

の関連で発達した原理 ・技 法との比 較である ω。

「比較研究」としての同書の性質は、評価選別(第

12章)、 編成(第14章)、 記述(第15章)の 各章が、

それ ぞれ 欧州 と米国 の方法 論 を対比 させ る形の節

構成 を とってい ることに も表れて いる。 この よ う

な構成 は、 この本 が著者 のオース トラ リアでの講

演原稿 をベースに執 筆 され たとい う同書 の成立過

程 と密接 な関係 が あろう。英国の アーカイブズ及

び文書管理 の手法 を色濃 く受 け継 いでいたオース

トラリアの実 務 に接 したシェ レンバ ーグは、自身

もその形成 に深 く関与 して きた 「米 国型」 アーカ

イブズの特徴 を改めて認識す るに至 った。つ ま り

同書 は、今 日しば しば そう理解 され るよ うに、普

遍的 ・固定的な 「原理 と技法」を啓蒙す るための 「聖

典」 とい うよ りは、む しろ国際比較の視点 か ら自

国のアー カイブズ実践の独 自性 を検証す る試みの

産物 であったといえる。

シェレンバ ーグがと りわけ多 くのペー ジを割い

ているのが、欧州の レジス トリ ・システム(第7章)

と米国 のフ ァイ リング ・システム(第8章)の 比

較 で あ る。 『モ ダ ン ・ア ーカ イブ ズ』で は、 レジ

ス ターは 「現用 の時期 におけ る文書の収受 と移動

を記 録す る簿 冊 また は カー ド」② と説 明 され る。

つ まりレジス トリ ・システムとは、 レジス トリと

称 され る部署が当該機関 の文書 の収受 ・発信 をレ

ジス ターとい う帳簿 に登録す る とともに、その機

関で使用 され る文書 の出納 、整理 、保管 を一 括 し

て担 う制度 を指す。文書 の収受順 に記帳 され るレ

ジス ターは受領行為 の証拠 にな ると同時 に、後 日

の出納の際 の探索 手段 として も機 能す る。それ に

対 して ファイ リング ・システ ムで は、収受順等の

単純 な時系列 ベースで ファイルが配列 され るこ と

は少 な く、顧 客名 のABCI頂 や文 書 内容 の主 題別

など、対象文書 の特性 に応 じた 多様 な検索方式 が

用 い られ る。前者 に とって最重要の ツール が レジ

ス ターであ るのに対 して、後者の それ は個別文書

を収納す るフォル ダで ある。
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保管容器や配列 のような、即物的、環末的で あっ

て学術的で はない とみ な されが ちなテーマが、 な

ぜ 『モ ダン ・ア ーカイブズ』 において重視 され た

のか。同書に続 き米国 で刊行 されたア ーカイブズ

関係の概 説書類 の大部 分は、 これ ら現用文書整理

の問題 につ いて 多 くのペー ジを割かず、非現用段

階の各プロセスに焦点 を絞 っている。 その意味で、

シェレンバ ーグが これ らを国際比較の視点 を踏 ま

えて詳述 した ことは興 味深い。彼 は、原秩序尊重

の原則が オラ ンダやプ ロシアの レジス トリにおけ

る記録の編成 をベースに登場 した ことを挙げ、「ど

この国で も、 アーカイブズの原理 と技法 は、政府

にお ける現用段 階での公文書管理の方法 との 関連

で発 達 して きた」〔3)と指摘 す る。つ ま り、 レジス

トリの制度 ・技法 に立脚 しつ つ米国独 自の手法 と

して編み 出 された ファイ リング ・システムは、欧

州 の伝統 とは異 なる米国型 「モダン ・アーカイブズ」

の方法論 を体系化 すべ く編 まれ た同書 に とって不

可欠の論 題で あった ω。 この よ うに、 この課題 に

関す るシェ レンバ ーグの叙 述は極めて説得的 では

あるが、 しか しその成 立 ・展 開過程 につ いて は さ

らなる実 証分析 の深化 が欠かせ ない。

本稿で は、米国型記 録管理 システ ムの代名詞 と

され たフ ァイ リング ・システ ムが、なぜ米国 で独

自の展 開を遂 げたのか を考察す る。 その際、 この

システムを、現用文書管 理において必要 な文書 を

発 見す るため の 「探 索 手段」(findingaids)の 一

種 と とらえ、 このシステ ムを大規模 に導入 した国

務 省の アー カイブズ 資料(米 国国 立公文 書館蔵)

などを参照 しつ つ、米 国型文書整理法の成立 に影

響 を与 えた要因 とその普及の過程 を分析す る。

19世 紀 末か ら20世 紀 初頭 の米国 に おけ る文書

整理手法 につ いては、 これ まで主 に次の よ うな研

究がな されて きた。第一 に、経営史の領域 において、

この時期 に著 しく大規 模化 した米国企業の 内部 に

おける情報伝達に着 目す る研究がある。 ジ ョアン ・

イェイツは、階層 的かつ地理 的に拡大す る企業組

織 内部 での文 書に よる報告 や指令 の増加 、及びそ

れ らの標準 化の要請 に伴 って、 タイプ ライ ターや

プ レス コピー とい った文書作成 ・複製手段 ととも

に、 フ ァイ リング手法の発達が あったこ とを指摘

す る ⑤。米 国経営 史 にお ける重要 企業デ ュポ ンの

一次資 料等 を駆 使 した成果 は示唆 に富 むが、用品

や手段 の技術 革新に光が 当て られ る一方 、文書 管

理 をめ ぐる独 自の知的体系や領域 の成立 について

は十分 な言及がない。

第二 に、図書館 史の領域 において、図書館 用品

会社 ライブ ラ リー ・ビューローの歴史 に関す る研

究がある ⑥。デューイ十進分類法の発明者 メルヴィ

ル ・デ ューイが設立 した同社 は、米国の 図書館 史

において必ず取 り上 げ られ る存在 といって よい 〔7)。

その うち、ゲ リー ・フランツライヒの研究 は同社

の ビジネス界への進出 とフ ァイ リング用 品の製造

販売 につ いて言及 して いるが、用 品類 の特許 申請

資料 に基づ く同社の技術的優位性 が議論 の中心 と

なってお り、文書管 理の観 点か らみ たその意義 に

つ いて は さらなる検討が求め られる。

第三 に、アーカ イブズ史の領域 において、米 国

連邦政府 にお ける文書管理 の歴史 をた どる研究 が

あ る。具体 的には、 カー ド索引 システムをいち早

く整備 した陸軍 省や(8>、省庁 にお けるフ ァイ リン

グ手法 の採 用 に影響力 を及ぼ した各種 の行政改革

委員会に焦点を当てたものがある〔9)。『モダン ・アー

カ イブズ』 の ような概説書 が多 くの典拠 資料 を示

していないの に対 して、 これ らの研究 は豊富 な一

次資料 を活用 してい る点 で貴重 であ る。ただ しそ

の大半 は、文 書管 理 をめ ぐる各機 関の事 業や委員

会 の活 動内容 に焦点 を絞 ってい るため、 これ らに

影響 を及ぼ した外部要因 と してのフ ァイ リング法

の展 開一般 について はほとん ど取 り上 げ られて こ

なかった とい って よい。本稿 はこれ らの成 果に学

びつつ も、急増 す る現用文書 に対す る探索 システ

ムの形成 と普及 とい う独 自の観点 か ら、連 邦政 府

機 関にお けるバ ーテ ィカル ・ファイ リング ・シス
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テム(以 下 「ファイリング法」)や十進分類法といっ

た実務技法の導入過程を検討 したい。

1.米 国 型 文 書 整 理 法 の 形 成 と その 前 提

1892年 後半、ニ ュー ヨー ク州バ ッフ ァローにあ

るバ ッファロー慈善組織協会 の書記で あったナ タ

ニエル ・ローズノーは、 ライブ ラリー ・ビューロー

のニ ュー ヨーク支店 を訪 れ、慈善訪 問員や支援対

象者 に関す る書簡 ・文書 をフ ァイ リングす るため

の システ ムを求 めた。 それ に応 じて同社が提案 し

たの は、従来の カー ド用 よ りも大 きなキ ャビネ ッ

トに垂直 にフ ァイル され るフォル ダを用 いる方式

で あった。 この システムに満足 したローズ ノーは、

キ ャ ビネ ッ トの1つ を慈 善協会 の展 示 品 と して、

翌年開催 され たシカゴ万 国博 覧会 に出 品す る。 同

社 シカゴ支店の支店長 らはそれに強 い印象 を受け、

支店での展示見本 に用い るため に1つ 注文 した と

サく　　　い つ
。

以上は、 ライブ ラリー ・ビューロー社の創業40

年(1916年)を 記念す る社内報特集号 に掲載 され

た、バー テ ィカル ・フ ァイ リング法の誕生経緯 に

関す る記述 の要約 であ る。 この ス トー リーの妥 当

性 につ いてはさらなる検証 を要す ると思われ るが、

ここで はまず、 この よ うな文 書整理技法 がいかな

る背景 か ら開発 をみるに至 ったのかに焦点 を絞 り、

19世 紀末 か ら20世 紀 初頭 にか けての米 国で提 唱

されてい た文書整理及 び管理 の方法論 につ いて検

討 したい。

1.119世 紀末における文書整理法

そもそも、英国の文書整理手法の影響を受けて

19世 紀末の米国でとられていた方式では、往復文

書は発信文書と受信文書 とで保管の場所と方法を

異にしていた。まず、取引先などに宛てて発信す

る文書は、かつては発送前に手書 きで控えが作 ら

れていたが、特殊なインキで書 き記 した文書を複

写簿(コ ピーブック)に 挟んで圧着することにより、

複写 をと る方法 が採用 され るよ うになって いた。

1888年 には、連邦議会 が設 けた行政機関の業務手

法に関す る調査委員会 が手書きに代わ るコピーブッ

クの使 用 を勧 告 した ことを契機 に、連邦政府 で も

その導入 が進 んだ ㈲。 この方法の場合 、通常は宛

先 にかかわ らず、複写 簿に は発送 日順 に発信文 書

の控 えが残 され ることにな る。 そ こで、宛 先によ

る発信 文書検 索の便宜 を図 るため、文書 に連番 を

与 えた上 で、その番号 と宛 先 を対照 させ た索 引が

複写簿の末尾 に付 され るよ うになる(12)。

一方、取引先等か ら受信 した文書は 「ドケッティ

ング」(docketing)と いわれ る手法 で管理 され て

いた。受信文 書はその処理 が終 わった ら、 ビジ ョ

ンホール(pigeonhole)と い う間 口が狭 く奥行 き

の深 い穴 をもつ棚 に収納 され る。文書 は広 げた ま

まで は穴 に入 らない ため折 り畳 む必要 が あ るが、

折 り畳 んだ状 態で も文書の概要 がわか るよ うにす

べ く、折 り畳 まれた文書の裏面 に受信 日付、発信

者名、年 な どを記す。場合 によっては文書 内容 の

摘要 が書かれ ること もある。 これ らのメ タデー タ

を ドケ ッ ト(docket)と い うことか ら、一連 の方

法全体 が ドケ ッテ ィング と称 された(13}。

この ような伝統的手法 には、後 に次 のよ うな欠

点が指摘 され ている。第一 に、発信文書 と受信 文

書 が別 々に保管 されてい ることに伴 う問題 である。

あ る取 引先か ら受信 した文書 とそれに対 して発信

した文 書の全体 を参照 したい場合 、発信 文書につ

いては複写簿のペ ージを、受信文書 につ いては ビ

ジ ョンホ ールの 中をそれ ぞれ探 す必要が あ り、両

者 の横 断的 な検索 は手 間 を要 した。 さらに、往復

文書以 外の各種文書 ・資料 はまた別 の簿冊 や棚 に

保管 されてい た。後 日の参照 の便 か らすれば、発

信 か受信 か とい うよ うな区別 よ りも、取 引先 ごと

に区別 され た保 管方式 が効 果的 で ある。第二 に、

発信文書 の索 引 と受信文書の ドケ ッ トを作成 す る

手 間の問題 で ある。文書の量が少 ない うちは対応

で きて も、量 が増 えると一点 ごとの文書 について
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丁寧な扱 いをす ることが困難 になってい く 卿。

だが、19世 紀末 に実際 に問題 となったのは、 こ

れ らの方法 自体 の欠点 とい うよ りも、む しろこれ

らが励 行 されな いことによる不便 であ ったと考 え

られ る。会計書 類な どの重要文書 については一定

程度 の管 理がな されて いた として も、往復 文書な

どの一般 的な文書 を体系的 に管理す る ことの意義

が認識 されず、 ただ累積す るに任せ られ ていたの

が 多 くの企業 の実態 で あった。事務用品企業 のメ

イ シー社 が1903年 に発 行 したパ ン フ レ ッ トは、

コピーブ ック等 を用 いた伝統 的方法 につ いて、索

引が最新の状 態になってい ることはほ とん どな く、

様 々な取引先か らの文書 は常 に混在 してい ると批

判 している 〔15)。

保有 す る文 書が少量 にとど まり、 かつ それ らを

後 日に参照 す る必要が なけれ ば、 このよ うな状況

も さ した る問題 とは な らなか ったか も しれ ない。

しか し多 くの先行研 究が指摘す るように、19世 紀

末 には複合的 な要 因か ら作成 され る文書の量 的増

大とい う現象が生 じた。1913年 、エ ドワー ド・コー

プは文書急増の要 因と して次の5点 を挙げている。

・ビジネスの専門分化 による各種 の詳細 な記録作

成の必要性

・工業の機 械化に よる資本 と労働 の生産力の増大

・蒸気船 ・鉄道 ・運輸 システ ムの発達 によ る通信

と取引の迅速化

・郵便 ・電 報 ・電話 による商品情 報の流通 が もた

ら した取 引の増加

・速 記 とタイプ ライテ ィングの活用 ⑯

このような状況下で過去の文書 を探す必要が生

じた際に、その発見に困難を覚えた経験が、新 し

い文書整理法の開発と受容をもたらすことになる。

1.2文 書 管理 におけるフ ァイ リング法の位置

1905年 の 『システム』 誌 には、 ある事 務 システ

ム と家 具製造企業の専門家 が自社 のために考案 し

たとい う文書整理 システムにつ いての記事 がある。

一般 に、 この 時期 の ファイ リング用 品のカ タログ

などの 説明は、製 品用途 と直接か かわる文書 の配

列 ・保管関連 の内容 に とどまって お り、 そ こか ら

文書管理 プロセスの全体像 を読み取 ることは難 し

い。 それに対 して、 この記事 か らは当時最先端 と

されてい た考 え方 が集約 され、それ らに基づ く具

体 的手順 を知 ることがで きる点で貴重で ある。 そ

の叙述 は次の よ うに要約で きる。

(1)受 信 文書 の担 当者 が書簡 を開封 し、 その 右

上 に宛先 となってい る社員の番号 を記す。返

信す る際 は、 自 らのイニ シャル を番号 の上 に

書 く。他 の人 に書簡 を回覧 したい場合 は、 そ

の人の番号 を書 く。

(2)各 社員 の机上 には3つ のバ ス ケ ッ トや 容器

があり、それぞれ 「新着」 「ファイル行 き(保

管)」 「使送(回 覧)」 な どと書 かれている。

(3)受 信 文書 の担 当者 は封 筒 の数 を数 えて 書簡

の記録 を とる。書簡 が開封 され配布 され るま

で は封筒 を保存 し、その後廃棄す る。

(4)フ ァイル担 当者以 外 は フ ァイルか ら文書 を

取 り出 さない。作成者 または希望者の署名 入

りの申請書 がなければ、 ファイル に収納 され

た文書 は参照 で きない。 フ ァイル担 当者 は こ

れ らの申請 書 をその宛 先 のABC順 に フ ァイ

ルす る。取 り出 された書簡 には 「貸 出中、(日

付)」 の ス タ ンプが押 され る。 出納 の状況 を

定期的 にチ ェ ックし、貸 出先 に督促 を行 う。

(5)速 記 者 はす べ ての書簡 の カー ボ ンコピー を

とる。 これ はフ ァイル担 当者で はな く速 記者

が行 う。

(6>文 書作成 者 は、 フ ァイ リングの基 準 とす る

名 前(宛 先の人名、社名等)が 分か りに くい

場合、 または自分以外の名前の フォルダに ファ

イル したい場合 は、 フ ァイル用 の名 前に丸 を
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付 け る。書 簡に返 信す る際 は、 もとの書簡の

日付 に言及す るようにす る。

(7)数 字式 フ ァイル にフ ァイル されて いな い文

書 には、 ファイル番号 をつ ける。 フ ァイル担

当者 は 自 らの イニ シャル を番号 の下 に記 す。

文書 の表面が ファイルの前に来 るよ うにす る。

フ ァイル 内で は新 しい文書が前 に来 るよ うに

す る 〔17)。

ここか ら読み取れ るのは次の ような特徴で ある。

第一 に、受信文書 の担当者 が、会社 に届 いた書簡

を記帳す ることとなって お り、 欧州 由来の レジス

トリ ・システムの影響が ここにみ られ る。第二 に、

会社 の文書 を収め たフ ァイル は全て ファイル担 当

者 の下で管理す るとい う集中保 管方式 となってい

る点で ある。す なわち、図書館 の閉架書庫 に収納

され た図書 の よ うに、担 当者 を通 じて のみ出納 、

貸出、返却 が行 われ る。 第三に、往復文書 の受取

人 となる社員に番号 が付与 され、その番号順にファ

イ リングが なされた ことである。

『システ ム』誌 に よる1905年 の提案 は、 ファイ

ル担 当者 の専任や カーボ ンコ ピーの使 用 など、 こ

の時点で最新式 と され た方法論 を積極 的 に採用 し

た もので あったと思 われ るが、集 中管理 や数字式

ファイリングといった特徴 は、従来の レジス トリ ・

システムの継承で あったとい えよう。

2.文 書 探 索 シ ス テ ム の模 索 と普 及

ところで、文書の フ ァイ リング法が考案 され た

といわれ る1890年 代前半の時点では、既に後のファ

イ リング法 と共通す る特性 を有 した諸技法 が先行

して登場 し、 ビジネス界で一定程度普及 していた。

す なわ ち、 多角的探索 手段 と して のカー ド・シス

テム、索引 を要 しない直接 式探索手段 としての フ

ラ ッ トファイル、文 書 を垂直かつ前後方 向に配置

す るキ ャビネ ッ トなどで ある。つ ま り、 ファイ リ

ング法 は1890年 代 に な って突 然 に独創 され た も

のではなく、既存の文書整理手法がもつ諸特性 を

巧みに組み合わせることによって成立 したのであ

る。以下、ファイリング法に至る文書の探索手段

としての側面を中心に、これ らの先行技法につい

て検討 したい。

2.1カ ー ド・システムと情報処理

図書館界では伝統的に、「ファイ リング」の語

が目録カー ド等の 「排列」の意味で用い られてき

たq8)。カー ド目録の場合、著者名のABC順(い

くつかの方式に細分できる)や 主題別(十 進分類

法の記号1頂など)等 のカー ド排列方式の うちどれ

を採用す るか、採用された方式の厳密かつ統一的

な適用をいかに実現するかは、分類法や目録記述

法 とともに資料検索の性能を決定づける要素の一

つである。『図書館情報学用語辞典』は、「排列は、

排列 されたものによって資料や記録の発見(検 索)

を容易にす ることがその 目的であ り、「検索」と

不可分の関係にある」 とした上で、排列の順序と

して、文字の音順に並べる音順排列(ア ルファベッ

ト順排列や五十音順排列)と 、意味的、概念的な

何 らかの体系性に従った体系順排列(分 類順排列

や年代順排列)が あると解説 している(19)。

事務文書のファイリングに応用 されたのは、こ

のよ うな図書館界の方法論であった。すなわち、

ファイリングとはもともと文書の並べ方に関する

方法論であ り、既 に研究の進んでいた図書館 カー

ドの排列方法が事務文書のファイリングに適用 さ

れたのは自然の帰結でもあった。

図書の書誌情報を帳簿にではなくカー ドに記載

するという方式 は、米国では1854年 にボス トン

公共図書館で初めて採用されたとされる⑳。従来

の簿冊式 ・一覧表式の図書 目録に対 し、カー ド式

はとりわけ次の点で優れていた。

第一に多角的検索性である。一覧表式では、図

書は一次的にはある一つの体系(著 者名順、書名

順など)で しか排列できず、その他の体系による
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検索 のため には、同 じ図書 に対 して複数の 目録 を

編 纂 す る(著 者 名順 目録、書 名順 目録 な ど)か 、

索 引を充実 させ る必要があった。 カー ド式 の場合、

一 冊の図書 につ き一枚 のカー ドを作 り、それ を複

製 した上で各 々に異 な る見出 し(標 目)を 記入 し

さえすれば、各種の体系 によるカー ド目録 を容易

に構築 で きた。

第二に拡張性 であ る。簿冊式 の場 合、図書の増

加 や書誌情報の変更 に応 じて 目録 を随時追加 ・修

正 す ることは不可能 であ り、改 訂版 の発行 までの

間は最新の情報 が反映 されない ことになる。 カー

ド式の場合 は 目録 カー ドの挿 入や差 し替 え、排列

の変更 は容易で あ り、一度作成 した カー ドはその

まま長期 にわ た り使用 で きる。所蔵 資料の継続的

増 加 を前提 と した この特徴 は、図書館界 にお ける

カ ー ド・システ ムの定着 を もた らした重要 な要因

と考 えられる。 そ して一般文書 は、図書館 目録 カー

ドと同様、 あるいはそれ以上 に継続 的かつ急速 に

増加 してい くもので あった。

カー ド・シス テムの よ うな新興 のア イデ ィアが

迅 速 に普及 した もう一 つの要因 と して は、各地の

図書館 が これ らを容 易 に導 入で き るよ うな道具、

用品 を開発 し、宣伝す る主体 が早 くか ら存在 した

ことが ある。米国図書館協会 の設立 と同年 に創業

され たライブラ リー ・ビュー ローはその代表格で

あった。

同社は、デューイ十進分類法で知 られ るメル ヴィ

ル ・デ ューイが、 自 ら開発 した分類法 をは じめ と

す る新 たな図書館技法 を普 及す るための用品 を販

売 すべ く創設 した会 社で ある。 その ため、 当初 よ

り図書館向 けの書架 、カー ド容器、 目録 カー ドな

どを主力製 品 と して いた。 しか し同社 は1888年

頃 よ り事業方針 を変更 し、図書館 界 を対象 に培 っ

て きた カー ド ・システムな どの技 法 を他分野へ応

用 し、売 り込 むことに注力す るようにな る(2'〉。 そ

の結果、事務用品 と しての ビジ ョンホ ールや各種

ファイル用品、複写用品や文房具 な どを幅広 く販

売す る よ うにな った。1890年 の 同社 カタログは、

図書館用 品は ビジネス界でのニ ーズに も適合 して

お り、 カー ド索引 は今や図書館 目録 よ りもビジネ

ス界で広 く使われている と記 している(22}。

ビジネスにおけ るカー ド ・システム とは、図書

の書誌情報 と同様 に、定型 的で比較的分量 の少 な

い個別 的デー タをカー ドに記載 し、管理 す る方 式

で あ る。 メ イシ ー社 の1902年 の カ タログは、 ビ

ジネス上の利 用におけるカー ドの利 点 と して10点

を挙げている。す なわち 「迅速 な参照 が可能」 「転

記 が不 要」 「更 新が容易」 「使用 中(現 用)と 使 用

後(非 現 用)の カ ー ドの仕 分 けが容 易」 「複 数 人

の 同時使 用が可能」 「無制限の追加 が可能 」「別個

の索 引 が不 要(自 己索 引 型)」 「安価」 「業務 の シ

ステム化 を促進」 であ る(23)。

1897年 にグ ローブ社 が発行 したカー ド索引のカ

タログに は、次の よ うな業種別 の使 用例(一 部)

が列挙 されてい る。

・銀行:会 計帳簿、顧客 の署名簿

・教会:信 者 ・教徒の記録、寄付簿

・医師 ・病院:病 歴 記録、会計 記録、技術資料

・政府機関=証 書、担保簿、発行証明書控 え、出生 ・

死亡 ・婚姻記録、衛生 局記録

・保険会社:顧 客簿、申込書、検査員簿

・慈善団体:被 支援者の履歴

・鉄道会社:積 荷 価格表 、従業 員簿、貨車簿

・不動産業:不 動産記録、地代 帳 ⑳

つ ま り、顧客 、商 品、会 計 とい った経営 上の基

幹 的なデー タが、従 来の簿冊式の 帳簿等 に代わ っ

てカー ドに記録 され るよ うになったので ある。 こ

れ らのカー ドは、図書館カー ドと同様にキャビネ ッ

トと呼 ばれ る木製 ケースに垂直に収納 され、ABC

順、主題別、年代順 等 に配列 された。 カー ド ・シ

ステム とバ ーテ ィカル ・ファイ リング法 との違 い

は、 カー ドとフォル ダの大 き さの違 い、及び カー
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ドにはデ ー タが直接 記入 され るが フォル ダには見

出 し しか記入 され ない ことで ある。

先行 して発達 し、広 く利 用 されてい たカー ド ・

システムは、事務文書 の ファイ リング法 を説 明す

る上で必ず 引 き合 いに出 され る存在 であ った。 ラ

イブラ リー ・ビューローは、初めてバーテ ィカル ・

キ ャビネ ッ トを掲載 した1900年 版 の製 品 カ タロ

グに次 のよ うな説明 を付 し、図書館 カー ドと同様

の メリットをもつ新製 品であることを強調 してい る。

この実 用的な製品 は、最初 はカー ド目録 キャ

ビネ ッ トで用い られ、すべ ての図書館 員 にな

じみの あるもので ある。次 に ライブラ リー ・

ビュー ローは、送 り状や個別 の文 書用のバ ー

テ ィカル ・ファ イ リングの容 器 を製造 した。

(中略)こ の フ ァイル は埃 を防 ぎ、 まこ とに

使 いやす く、 カー ド索引 と同 じく迅速 なアク

セスが可能 である ㈱。

また1908年 刊行の 『オ フィスにおけるカー ド・

システム』と題す る本は、同システムを 「キャビネッ

トその他の容器、及 びそれ と関連 したキ ャビネ ッ

トの 内容 とそ こか ら作 られ る摘要 の配列 ・管 理か

ら構 成 され る」 と定 義 した上 で、「文 書 の束 を収

めたバ ーテ ィカル ・ファイル も、 カー ドセ ッ トの

大型版 の模 倣 と考 え るべ きで ある」〔26}として、狭

義の カー ド・システムのみな らず フ ァイ リング法

の説明 にも多くのページ を割 いている。

19世 紀末の米国でビジネスに導入 されたカー ド・

システムが、現在 の コンピュータによる情 報処理

システムの起源の一つ となった ことは、コンピュー

タの歴史 に関す る多 くの先行研究 によって広 く知

られ てい る(27)。それ らに よれば、1890年 の 国勢

調査 の集 計に はパ ンチカー ドが初め て用 い られ、

10年 前の調査 の集計 に7年 を要 したにもかかわ ら

ず、 この時 はわずか2年 半で完 了 させ る ことがで

きた。 この方式の開発者ホ レ リスは、1896年 に タ

ビュ レーテ ィング ・マシ ン社 を創 業す る。同社は

15年 後に他社 と合併 す るが、 この会社 が1924年

に改名 して成 立 したのが、 イ ンターナ シ ョナル ・

ビ ジ ネ ス ・マ シ ン 社(InternationalBusiness

Machines(IBM))で あった。

一方、銀 行の事務員 であった ジェームズ ・ラ ン

ド・シニ アは、色分 け した紙 テープや タブを用 い

る索引システムの特許を取得 し、1898年 にラン ド ・

レジ ャー社 を設立 す る。会計 の元帳(ledger)を

は じめ とす る各種 の定型的情報 を記録す る同社 の

カー ド・システムは、後にカーデ ックスと称 され 、

1920年 代 には業界最大 手 となっていた。 この頃に

なる と、 同社 は多数の事務機 器 メーカーの吸収合

併 を積極 的に進 めた。 その結果、 レ ミン トン ・タ

イプ ライター、 グローブ ・ワーニ ック、 そ して ラ

イ ブ ラ リー ・ビ ュ ー ロ ー な ど を傘 下 に加 えて、

1927年 に レミン トン ・ラン ド社が成立す る。

IBMと レ ミン トン ・ラン ドは、パ ンチカー ド機

をは じめ とす る事務機器 の熾烈 な販売競 争 を展開

し、1930年 代 には官民 に広 く普及 していた。 ビジ

ネス情 報 をカー ドの形 に定型 化 し、機械 的 に処理

す るこれ らの機器 の存在 が、 第二次大 戦前後の電

子 計算機 の 普 及 を準備 す る こと とな る。IBMは

1946年 に約300個 の真空管 を用 いた電子計算機 を

発表 し、 レ ミン トン ・ラ ン ドは1952年 の大統 領

選挙に際 して、UNIVACと 称 され たコ ンピュータ

を用いて投票結果 を予想 し、その効果 を広 く知 ら

しめたのであった。

2.2直 接式探索手段 の開発

1868年 、 シカゴのW・A・ アンバ ーグが 開発 し

た 「自己索引型」(self-indexing)フ ァイリングケー

スは、次の点で革 新的であった。

(1)フ ラッ トファイル

文書が横積み で保管 され るの はビジ ョンホール

と同 じであ るが、ケー スの各引出 しは通常 の書簡
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用紙 を折 り畳 まず に広 げて(フ ラッ トに)収 納で

きるだけの広 さをもって お り、 これ によって折 り

畳み、 ドケ ッテ ィング及び参照時の文書 開折作業

が不要にな る。

(2)ABC索 引法の採用

各引出 しの表面 にはアル ファベ ッ トが 記 され、

発信 ・受信 の別 や文書の 日付 にかかわ らず、取引

先名 の頭 文字 ごとに往復文書 な どを収納 す るよう

になっていた。 これに よ り、 レジスターや複写簿

索引の よ うな文 書番号 と取引先名の索引 が不要 と

な り、 フ ァイ リングケースの配列 その もの が一種

のABC順 索 引 と して機能す る点で 「自己索引型」

と称 されている。

(3)企 業名の分析

最大 の 特徴 と して、単 にABC26文 字 が引 出 し

の見 出 しとして使用 され たの ではな く、米 国で使

われ る企業名 の冒頭文字の出現頻度 を考慮 した見

出 しの付与 がな された。引出 しの大 き さはどれ も

一定で あるため、各引 出 しに収 め られ る文書の量

を等分す る必要か ら、企業名の分析 というアイデ ィ

アが生 まれ た。 ア ンバ ーグの会 社 の1878年 版 カ

タログには、各ケ ースの引 出 しの数 とそれぞれ に

付 され る見出 しの対照表 が掲載 されてい る。例 え

ば以下の ような具合 であ る。

引出 し4個 の場合

R-Z

引出 し10個 の場 合:

k E/F -K/L Q/

AB/CD/EFG/HIJ/

KL/M/NOP/QR/S/T Z

引出 し16個 の場合 :A/B/C/D /EF/G

/H/I J K/L/M/N O/P Q/R/S/T U V 

/W-Z (28)

1877年 、ア ンバ ーグの レターファイルは フィラ

デル フ ィア万博委 員会 か ら表彰 を受 けた。 その受

章理 由は、 「書簡 及び商 業文書 を索 引や番 号付与

をせず に参照 でき、折 り畳 む ことな く分類 して綴

じ込むための優れた工夫である」 とい うものであっ

た。 この年 、彼 の レター フ ァイル は少 な くと も

318の 企業等で使 用 されていた とい う〔29}。

各 々の引 出 しに収 納 され る文書の量 を等 分す る

とい う発想 は、 アンバ ーグの最大の独創で あった。

しか し、取引先 とその名前の出現頻度 はキャビネ ッ

トを使用す る機関 によ って差 異が あ り、取引先の

中で も大量の文書 をや りとりす るところとそ うで

ない ところが ある。後の フ ァイ リング法 が もつ拡

張性 と比 べた場合、同一容量の引 出 しとい う制約

下での彼の工夫には限界があった。だが少なくとも、

数字式索引 を介 さない直接式探索手段(自 己索引)

の発想 は、後 のバ ーテ ィカル ・フ ァイ リング法 に

継承 されることになる点で、彼 のファイル には 「す

べての現代バ ーテ ィカル ・ファイルの祖父」 との

評価 が与 え られて いる(30)。

2.3垂 直式 ファイ リング用品の開発

レターフ ァイル に続 き、19世 紀末には各種 の文

書整理用品が開発 され、市販 されていた。1893年

の シカゴ万博 では、製造業部門 の中に 「タイプ ラ

イター、紙製 品、帳簿、文具」 のグル ープが設 け

られ、71の 企業が参加 してい る。万博 の公式 カ タ

ログには、展示品 として レター フ ァイル、 ドキュ

メン ト・ファイル ・キ ャ ビネ ッ トな どの各種 の文

書整理 用品の記載がみ られ るが(31)、その詳細 はこ

こか らは分か らない。

1890年 版 の ライブ ラリー ・ビューローの製品 カ

タログをみ ると、ア ンバ ーグの レターフ ァイル用

キ ャ ビネ ッ トの他、「ファイル ケース」 「ウ ッ ドラ

フ ・ファイル」等の製 品が掲 載 されて いる。前者

は今 日の ボ ックス ファイルに近い もの で、紙製の

箱 に文書やパ ンフ レッ トを収納 で きるよ うになっ

てお り、木製 キ ャビネ ッ ト容器 に代 わ るもので あ

る ことが謳われ た。文書 を収納す る際は横 に寝か
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せ て使 用す るのが前提 となっていたが、立 てて使

うこともで きた。

後者 の ウ ッ ドラフ ・フ ァイル は折 り畳 ん だ文書

を収納す る もの で、キ ャビネ ッ トを用い る点 はフ

ラ ッ トフ ァイル と同様 だが、横 積みで はな く垂直

に個別文書 を配置 し、支 え板 で押 さえる設計になっ

て いる 〔32)。後のバーテ ィカル ・ファイル と異 なる

のは、少 な くとも外見上 は、文書 を折 り畳 んで収

納 す る点、 フォル ダや ガイ ドを用 いない点のみで

あ った。 この ファイル に関す るゴ ン ドスの論考 に

よれば、E・W・ ウ ッ ドラフらが1868年 に特許 を

得 たこの フ ァイルは政 府機 関で は大 きな シェア を

占めてお り、1930年 代の国立公文書館施設の建築

時 に もウ ッ ドラフ社の書架 が納入 されて いる(33)。

3.連 邦 政府 にお け る文書 整理 法改革

20世 紀初頭の米国において、ファイリング法が

どの程度普及 していたかを定量的に把握すること

は困難である。後述するタフ ト委員会の報告書は

1912年 の時点で、民間においては 「文書を折り畳

まずにファイルすることはほぼ普遍的な慣行であ

る」 として、連邦政府機関もその影響を受けて近

年はファイリングの手法を変 えつつあるが、いま

だ折 り畳みの慣行を続けている官公庁が多いと指

摘 している(34)。しかし同委員会は、民間企業につ

いては計15社 へのアンケー ト調査と数社への訪問

調査を実施 したに過ぎない{35)。またこのような調

査の性格上、調査対象は比較的 「先進的」な取 り

組みをしていた企業が選ばれたとも考えられ、「普

遍的な慣行」との指摘は十分な裏づけをもってい

たとは言い難いだろう。 しかし、 この調査に先立

つ10年 ほどの間、新たなファイリング法の導入報

告が数多くみ られるのもまた事実である。ここで

は20世 紀初頭の陸軍省と国務省を主な対象として、

ファイリング法の受容過程の意義とその変化 を探

りたい。

3.1タ フ ト委員会の調査と勧告

1911年 、連邦政府の 「経済と効率に関する大統

領委員会」(「タフ ト委員会」と通称 された)は 、

行政改革に関する勧告作成のための活動の一環と

して、委員会内に 「往復文書の扱いとファイリン

グに関する合同委員会」 を設置 し、各省庁及び民

間企業を対象に文書管理に関する調査を実施 した。

各省庁への調査内容は、受信文書の収受 ・開封 ・

摘録 ・索引 ・回付、発信文書の作成 ・摘録 ・索引 ・

複写 ・発送、及び往復文書のファイ リングと、文

書管理実務の各分野にわたるものであった。

1912年2月 、タフト委員会は調査結果に基づき、

連邦政府の文書管理事務についての報告と勧告を

提出する。10項 目からなる勧告のうち、ファイリ

ング法に特に関係するものとしては次の5項 目が

ある。

勧告1:フ ァイル内の往復文書 を折 り畳 む システ

ムは廃 止 し、全ての通信 は広 げた状態で

バ ーテ ィカル ・フ ァイル に ファイルす る

のが望 ましい。

勧告2:往 復文書の摘録は廃止す るのが望 ま しい。

勧告3:全 ての収受文書および発信文書 の複製は、

で きる限 り自己索引 に基づ く主題 分類 に

よって ファイルす るのが望 ま しい。数字

順 が不 可欠 な場合 は、十進式 または それ

に相 当す るシステムの下 で論理的 な数字

を採 用す るのが望 ま しい。

勧告4:絶 対 に必要 でない限 り、収受 ・発信文 書

の簿冊式 または カー ドの帳簿 は廃止 す る

の が望 ま しい。収 受 ・発送文書 の全 ての

簿冊 レジスターは廃止す るのが望 ま しい。

勧告5:発 信文 書の記録 にはカーボ ンコピー を用

い、 プレスコピーは廃止するのが望 ましい㈹。

この報告書の指摘 の うち、本稿 との関連で特 に

重要 なのは次の3点 で ある。第一 に、 フ ァイ リン
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グ法選択 の基本原則 ともい うべ きもの を提示 した

こ とであ る。調査 に際 して、委 員会 は、行政機 関

におけ るファイ リング ・システムの開発に際 して

は、次の ことを基本原則 とす べ きだと して いる。

・特 定主 題 に関 す る文 書 を検索 す る際の確 実性

(フ ァイル した時期を問わない)

・特定の文書 を検 索す る際の迅速性(フ ァイル し

た時期 と多少関係 する)

・フ ァイル作業 の迅速性

・運用の低価格性

・簡潔性

・必要 とす るスペースの削減

・その他の要件 ・特徴(相 互参照、番号付与など)(37)

第二 に、往復文書 を広 げて垂直 に収納す るフ ァ

イ リング法 の推奨 と、 レジス ターの廃止 を勧告 し

た ことであ る。

第三に、十進式主題 分類 を推奨 したことであ る。

委員会 は、各省庁 の250箇 所 の フ ァイリング法 を

調査 した結果、論理 的 ・科学 的な分類 を実施 して

い る例 はほ とんどみ られなか ったと結論す る。通

常用い られ ているのは、文書 の ファイル1頂に連番

を付与す る数字式 であ り、 これは別の索引 を必要

とす るため 「自己分類」 がで きず、索 引作成 に彪

大な労力 をかけ るもので あると批判す る。そ して、

毎 年 カー ド800万 枚分、簿冊80万 ページ分の索引

の作成 に50万 ドル以上 が費や されてい ることを指

摘 し、自己索引型の主題別 ファイ リング法の採用

によって、年20万 ドル が節減で きると推 計す るの

であ る。

3.2陸 軍省文書分類法の成立

南北戦争以後の米国連邦政府では、年金の支払

い申請への対応 をはじめ とする公務の遅延を契機

に、行政機関が保有する文書の整理方法の改善が

求め られていた。南北戦争直後の1866年 に支払

わ れ た年金 の総 額 は1500万 ドル 強 で あ った が、

20年 後 の1886年 にな るとその額 は約6460万 ドル

に まで膨れ上が ってい たとい う〔38)。連邦議会 が設

置 したコ ック レル委 員会は、その解決策の一つ と

して、各政府機関 に累積 してい る不用文書の処分

の促進 と、議会 による処 分の承認 を勧告す る。 こ

れが米国 におけ る公文書の 「外部評価」制度の起

点 となった。委員会 は同時に、省庁 の現用文書の

整 理 ・分類方法 につ いて も提 言 を行 っている。委

員会設置の経緯 か ら、陸軍 省はその主要な調査対

象の一つ となった。 こ こではい くつ かの先行研究

も参照 しつつ 、その経緯 をみてお きたい(39>。

この頃の陸軍省 において文書整理 法改革 に取 り

組んでいたのが、 ブレッ ド ・エインズワースであっ

た。1887年 、軍医総監室 の記録 ・年金部長 であっ

た彼 は、同部が管轄 していた年金受給者の記録が、

その参 照機 会の増加 によ り著 しく摩 滅 して いるこ

とを知 り、その対策の検討 を開始 した。兵 士 たち

の所属 部隊や賞罰、診療歴 な どを記載 した巨大な

帳簿は、参照頻度が高 くなるにつれて劣化 してお り、

また検索 が しに くい ものであ った。 エ インズ ワー

スは この問題の解決策 として、当時 の最 新の情 報

検 索手法 で あ った カ ー ド ・システ ム を採 用 す る。

彼 は兵 士1人 ずつの診療歴 や帳簿の ペー ジ番号な

どを記載 したカー ドを作成 した。カー ドは複製 され、

兵士 の氏 名順 配列の セ ッ トと連隊別 配列 の セ ッ ト

が作 られた。 これに よって、帳簿の原本 を繰 り返

し探す頻度 は低 下す る とともに、年金 記録への請

求対応 の迅速化 を もた らした(40)。この シス テムは

創案者の名 をとって、エインズワース記録カー ド・

システム と して広 く知 られ るよ うにな る。彼 は こ

の功績 が評価 され、後に高級副官に昇進 してい る。

この成果 に着 目した連邦議会の コ ック レル委 員

会 は、 この システムを年金 記録以外の陸軍 省の文

書 ・記録に も応用す ることを提言 した。 その結果 、

1894年 の陸軍省令で、このシステムによる文書の

保存 ・整理方法が規定 されるに至 る。それによれば、
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往復文 書 に適用 され た記録 カー ドシステムは、次

の3要 素 か ら成 り立 ってい た。

・発信文書の写 しと受信 文書の フ ァイル:各 文 書

は同 じ大 きさに折 り畳 まれ た上 で、表面 にその

要 旨が記 され、文書番号(連 番)が 付与 され る。

・文書 番号順 の記録 カー ド:上 記文 書の要 旨等 が

記載 される。

・ABC順 の索 引カー ド:文 書番号、発信 者名、主

題等が記載 される。

このシステムでは、 ある主題や発信者 に関す る

文書 を探 したい場合、 まず索引 カー ドで文書番号

を調べ、次に文書番号順の記 録 カー ドにあたって

ファイルの番号 や事案 の要旨 を、必要 があれ ば文

書の ファイルを参照す る、 とい う手順 にな る。

コックレル委員会の当時において、エイ ンズワー

スのカー ド ・システムは極 めて先進的 な情報 管理

手法 で あった。 しか しほぼ 四半世紀 後、同 じく行

政改革 を目的 と して設置 された前述の タフ ト委員

会 では、 この システムは旧式 で手間のかか る方式

と評 価 され る こ とに な る。同 委 員会 は1910年 、

往復文書 の折 り畳 みや要 旨の作成 ・記載 は無駄 な

慣行 であ り、文書 は折 り畳 まず にバ ーテ ィカル ・

フ ァイルに収納すべ き とした。 また、膨 大な コス

トのかか る記録 カー ドや索引 カー ドの作成 を廃止

し、文書 ファイル 自体 を十進分 類法 な どによって

分類 し配列 す る 「自己索 引型」 フ ァイ リング ・シ

ステ ムの導 入 を勧告 した ㈲。

エ イ ンズワース記録カー ドシステムは陸軍 省内

に広 く普及 していたため、省内部局の 多 くは タフ

ト委員会の勧告 に反発する。高級副官エインズワー

ス も、 このシステムへの批判 は的 を得 ていない と

反論 を試みてい る。 しか し陸軍省 長官ヘ ン リー ・

ステ ィム ソ ンは、 タフ ト委員会 の勧告 に基 づ き、

省内の文書管理 システムの改善 を指示す る ととも

に、十進式主題分類法 の導 入 を検 討す る委 員会 を

設置 した。 委員会 はこの方式 を導 入 していた民間

企業 を視察す るとと もに、省内で用い られてい た

約5万 枚 にのぼ る主題カー ドを分析 した とい う働。

エ インズワースは他 の面での上司 との対立 もあり、

1912年 に退役 を余儀iなくされている。

1913年 、陸軍 省は往復文書の十進分類法 を開発

し刊 行す る。計336ペ ージの分厚 いマニ ュアルの

うち、十進 番号 とそれ らが示す主題 を列 挙 した本

体 部分 に145ペ ージが費や され た後、半 分以上 の

178ペ ージ分 が主 題語 か ら分類番号 を調 べ るため

の相関索引 とな ってい る。 その まえが きでは、十

進式 によって実 現 され る利益 と して次 の点 を挙げ

ている。

・複製 、記録 カー ド、索引 カー ド等 を削減 で きる

・1つ の主題 に関す るすべ ての往復文書 を集 中化

で きる

・あ らゆる文 書の処 理、発見、 ファイ リング を迅

速化す る

・現在使用 しない文書 をファイルか ら書庫へ移 し、

それ によ って スペ ースや労 力の経済性 を高め、

必要 な文書発見の確実性 が高 まる(43)

1917年 の陸軍省令 によ り、一部 を除いて全省的

にこの十進 分類 法 とバ ーテ ィカル ・フ ァイ リング

法 を実施 す ることが定 め られ てい る。陸軍 省十進

分類法 は1918年 、1943年 の改 訂を経 て、約3,000

の十進番号 が75,000以 上 の主題 を表現す るとい う

浩 潮 なもの になっていた。 しか し、それ までの方

式 で分類 されて きた ファイル との継続性 を も考慮

して、大規模 な変更 はな されなか った。十進法 の

数字 を用いて主 題 を表現す る この方式 は、1959年

に簡潔 かつ文書処 分の制度 との一体性 を考慮 した

方式 として陸軍機 能別 フ ァイル システムが導 入 さ

れ る まで、同省において継続 して使用 され ること

になる。
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3.3国 務省の文書整理法

タフ ト委 員会が、鉄道会社等 の民 間企業にお け

る文書整理 法 とともに、連邦政府 内におけ る先進

的取 り組み と して注 目 したのが、国務 省の文書十

進分類法であった。しか し同省で行われていたのは、

分類法 に とどまらず、それ を含 む文書整 理手法全

体 の改訂 で あっ た点 に注意 が必 要で あ る。以下、

米国国立公 文書館 所蔵の国務省索 引アー カイブズ

局(BureauofIndexesandArchives)の 文書 も参

照 しつつ、 同省におけ る文書整理法 をみてい きた

い(44)。

国 務省 は1789年 の創 設以 降、 しば ら くの 間 は

体系 的な文書管理 が な されて いる とはい えない状

態 にあった。その転機 となったのは、1833年6月

の省令 によ り、同省 に7つ の局(Bureau)が 設置

され、組織機構 の整備 が な され た ことで ある。設

置 された局の中 には 「アーカイブズ ・法務 ・任用

局」(BureauofArchives,LawsandCommissions)

が あった。 しか しこれ は、官職 の採 用 ・配置 ・記

録 といった人事業務や、法律の 出版 ・原本 の保管

を主 に担 うべ く設 けられ た もの であ り、同省の現

用 ないし非現用の文書 を管 理する部署ではなかった

㈹
。 各局が管轄 す る往復 文書の複写、記帳、 ファ

イ リングは、各局 において行 うこ ととされ、官房

長(ChiefClerk)は これ らの文書の登録 と配布の

状況 を定期 的 に点検 す るこ とと され た。例 えば、

領事局 は各地 の領 事か ら受信す る報告 や各領 事へ

発信す る指令 の写 しを国別 ・年代順 にフ ァイル し

てい た。受信文書 は ビジ ョンホール式 の書棚 に収

納 され、1830年 頃か ら、 それ らは製本 して保存 さ

れ るようにな る。

南北戦争 に伴 う文書量の急増 を契機 に、国務省

で は記帳や フ ァイルの済 んでい ない文書 が累積す

るようになる。1870年5月 、国務長官ハ ミル トン ・

フ ィッシュは、大 臣官房 に中央文書班 を設け、外

交局、領 事局、内務局 がそれぞれ保管 していた文

書 を全て移管す ることと した。 これ ら3局 か ら移

管 され たの は、各国 の大使 館 ・公使 館、領事館 、

及び国 内 ・国外 との間でや りと りされ た文 書で あ

り、国務省 において最 も中核 をなす文書 シリーズ

で あった。 だが この時点で は、省内 の全文 書 を中

央文書班 が保管 す る体制 は整 え られ るには至 って

い ない。一部 の文 書について は、中央文書班 が受

信文書の原本 を記帳 ・保 管す る流れ になっていた

が、旅 券、人事、会計等 に関す る文書 は、依 然 と

して それ らの業 務 を管 轄す る各局 において記帳 さ

れ、保管 されていたのである。

同班 は3年 後の1873年 、 「索引アーカイブズ局」

と して昇格 を果たす。新設の 同局 は、 同局 が管理

す ること となった文 書 は年代順 にフ ァイル されて

お り、主題 による文書 の探索 に不便で ある との認

識か ら、ABC順 主題索引 の作成 を開始す る。索 引

は 当初 は冊子体 でつ くられて いたが、 その成果 が

思わ しくない ことか ら、局長 ジ ョン ・ハ スウ ェル

は1874年 、 ボ ス トンその他 の大規 模 図書館 で実

施 されて いた カー ドに よる索引作成 を提 案す る。

この事業 は1882年 まで継 続 され た が、全 文書 の

記帳 ・フ ァイ リングに加 えて その索引作成 を担 う

仕事 は同局 に とって負 担が過大で ある として、中

止 され るに至 る。

その後の国務省では、文書は年代順 に編綴 され、

索引部の経験豊 かな職 員が索引作成 にあたってい

たが、必要 な文書 を探 すのに時間 を要 し、 困難 を

来 して いる実態 が あった。実際、 この前後 の時期

の文書 を見つ け ることがで きず、他 省か らの照会

への 回答 が遅れ た事例 が1920年 の 時点で もみ ら

れ る 〔46)。そ こで1906年8月 、数字式 主 題分 類 シ

ステムが導入 され る。

1905年 に国務長 官 に就 い たエ リフ ・ルー トは、

自 らがかつて長官 の職 にあ った陸軍省の高級副官

部にお けるフ ァイ リング法 を参考 に して、重厚 な

簿冊方式で文書 を保管 ・整理 していた国務省索引

ア ーカ イブズ局 の方式 を改善 す るよ う指 令 した。

その結果 、1906年 に 「数 字式 フ ァイル シス テム」
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が導入される。これによれば、文書は主題別にファ

イルされ、主題は数字で表現 されて各文書に記入

される。この数字は主題間の関連性や体系は特に

考慮されず、連番を順次付与 しただけの簡潔なも

のであった。この方式によって主題別にファイル

されたのは重要文書のみであり、その他の文書は

種類ごと(通 常の領事文書、雑文書など)に 国名

や地名等のABC順 に保管 された。個別文書 は、

折 り畳んだ上で垂直に保管 され る方式がとられた

(ウッ ドラフ ・ファイル)。各往復文書の要旨を記

した記録カー ドも作成 され るとともに、主題から

探索す るカー ド索引 も別途作 られた㈱。 さらに

1910年 になると、文書に日付順の連番を付与する

方式 も廃止 されている。従 って、国務省文書に付

与されるのは主題分類番号のみとなったのである(48)。

この頃、往復文書のレジスターも廃止 されるこ

とになる。1912年7月 、下院の郵政省歳出委員会

からの照会に対する国務長官フィランダー ・ノッ

クスの回答によれば、同省が受信 した全文書を登

録するレジスターは存在せず、ファイルは主題に

よって分類 され、カー ド索引が作 られていた。定

型的な往復文書は年代順配列に している部署 もあ

れば、ABC順 にしている部署もあった〔49》。

このシステムの導入にあた り、省の外部 との間

でやりとりされる文書に加え、省内文書も索引アー

カイブズ局を通じて交換 されることになり、同局

による集中管理体制が強化されている。数字式ファ

イルシステムはわずか5年 しか実施 されなかった

が、文書主題の数字による表現、索引 カー ドでは

なく文書そのものを主題別に分類 ・配列する方式

(自己索引型)の 導入、製本による保管の廃止は、

以後も継続 される画期的な改革であった。

数字式 に代わる分類方式 として1910年 に導入

されたのが、十進式分類法である。それを促 した

のは、行政改革のため設けられた 「省庁の業務手

法に関する委員会」(通称 「キープ委員会」)に よ

る連邦政府機関におけるファイリング法について

の調査であった。国務省は、同委員会の調査を支

援 した民間企業に委託 して、数字式 ファイリング

による中央ファイルの調査を行わせた。彼 らは、

索引アーカイブズ局のファイリング法は適切に運

用されていると評価 しつつも、複雑に過ぎるため

多くの人員を必要としているとす る。そして、個

別文書は折 り畳 まずに広げた状態で収納する、文

書の要約は中止する、不用な文書は除去する、な

どの効率化方策を提案 し、これらを導入することで、

索引アーカイブズ局が要求 していた人員増加を抑

制できるとした。

この提言 をもとに、国務長官補の指令によ り

1910年8月 に導入 された十進式分類法は、文書内

容の主題を数字に置 き換 えて表現する点は数字式

ファイルシステムの特徴を引き継いでいた。異なっ

ていたのは、その数字が十進式で体系的に展開さ

れる点である。詳細な区分になると整数に加 え小

数を用いて表現 される。最大の区分である1桁 目

(クラス)は0か ら8ま での数字か らな り、それ

ぞれ次のような主題分野が割り当てられた㈹。

0一 般 、 雑

1米 国政府の行政

2犯 罪人引渡 し

3利 益保護

4賠 償請求

5会 議

6通 商、関税

7国 家間の政治関係、二国間条約

8各 国国内事項

このシステムにおいては、十進式分類のみならず、

文書 の探索 を補助す る各種の仕組 みが盛 り込 まれ

ていた。第一に、文書の作成機 関別 索引、主題 ・

名称別 索引、旧方式 との対照索 引の3方 式 の カー

ド索引が作 られ てお り、多角 的な探 索 を可能 に し

てい た。第二 に、索引 アーカ イブズ局の スタ ッフ
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は国務省の組織区分に沿って分業がなされており、

従って特定の部局に関する文書の分類や保管、そ

れに対する照会に対応するのが同一人物になるこ

とが多いようになっている。第三に、同局におい

て必要と考えた場合には、十進式番号の後に人名

(申請者名や年金 受給 者名)が 記載 され、その

ABC順 の配列がなされることもあった。第四に、

文書の出納にあたって、いつ、どこの部署に対 し

て文書を貸 し出しているかを記録 し管理する貸出

カー ドを作 り、借 り出された文書の一元的な所在

把握 と返却の督促 を可能にしている。

国務省による新たな文書分類方式の導入は、キー

プ委員会の後を継いで行政事務の効率化方策を検

討 していたタフ ト委員会によって注目され、1912

年、同委員会の勧告に十進式文書分類の導入が盛

り込まれることになる。国務省は最先端の文書整

理方式をいち早 く導入 したモデルケースの役割 を

果たしていたのである。

国立公文書館発足後の1935年 、同館が国務省

分類 ・記録部に対 して行った聞き取 りによれば、

各国への指令などについてはカー ド索引が作 られ

ていたが、それ を使う必要はほとんどなく、ファ

イルそのものを直接参照することで95%以 上の文

書が発見できていたという(5D。

お わ りに

バ ーテ ィカル ・フ ァイ リング法 は、文 書の編 綴

を省略 して フォル ダに収納す る点 が最大の特徴 と

理解 されて きた。 しか しその成立 期にお いて、 そ

れ は単な る省力化で はな く、図書 館 カー ド・シス

テムの応 用に よる計画的 ・包括的 な文書 探索手段

の構 築法 と しての意義 が大 きかった。つ まり予め

考案 された配列体系 に基づ き、 かつ後 日の利 用 に

配慮 した大量文 書の分 類が要 請 され たの であ る。

それ は、収 受文書の集 中的 な登 録 ・編綴 に よる証

拠性 の確保 を重視 した欧州 由来 の レジス トリ ・シ

ステムか らの脱却 をも意味 していた。

すなわ ち レジス トリ ・システ ムでは、収受 した

文書 は原 則 と して 日付順 に製本 され、 日付以外の

切 り口か らの探索 には索引 を介す る必要があった。

しか し、著者名順、書名順、主題別 等の多角的 な

探索 が容 易 な図書館 目録カー ドと同様の垂直式 ・

非 固定式配列 を導入す る ことで、事務文書の配列

に も 日付順 以外 の 多様 な方 法(ABC順 、地 域別、

主 題別な ど)が 採用で きるよ うにな った。 この よ

うに、 ファイ リング法 の顕著 な特徴 と され る垂直

式 配列は、多様 な情報 ニーズに柔軟 に適応 で きる

探索手段 と しての観点か ら理解す ることがで きる。

このよ うな性質 を もった初 期の ファイ リング法

では、本 来の もの とは異 なる フォル ダに文書 を収

納 して しま う誤 フ ァイルが深 刻な課題 と認識 され

るよ うに な る。大 量の文 書 を管 理 す る組織 で は、

一度誤 ファイル され た文書 の探索は極めて困難 と

な る。その組織的 な回避 策 と して、組織 全体の文

書 を一か所 に集 中 させ 、そ こで ファイ リング法 に

熟 達 した事務員 が職務 を専任 す ることが求め られ

た。適切 な方法で誤 りな く文 書 をファイルで きる

専門人材への ニーズか ら、文 書整 理法 を教 える学

校 や一般教育向け教材が誕生す る。 後の レコー ド ・

マ ネジメ ン トで論点 とな る保管単位及び専門職 と

しての レコー ド ・マネ ジャー制度の起点 には、現

用文書の探索性 向上 とい う記録管理 システム上 の

本質的課題 に対 す る解決策の模索過程 があった こ

とを見落 とすべ きではないだろ う。

※本稿 は、科学研究費助成基金(若 手研究(B))「 組

織 内文書 の管理 とアー カイブズの保存 の連携 に向

けた基礎 的研究」(研 究 課題 番号=24700249)に

よる成 果の一部 である。
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